
五島市ごみ分別アプリケーション導入業務 仕様書 

 

１．業務名 

五島市ごみ分別アプリケーション導入業務（以下「本業務」という。） 

 

２．業務目的 

本業務は、五島市ごみ分別アプリケーション（以下「本アプリケーション」という。）を導入する 

ことで、市民の利便性向上と市のごみ収集業務の効率化を図ることを目的とする。 

 

３．履行期間 

契約締結日の翌日から令和９年２月２６日まで 

（令和８年１２月１日から令和９年１月８日までは非公開の試験運用期間とする。） 

 

 

４．業務概要 

（１）業務内容 

本業務の範囲は、次のとおりとする。なお、当該業務は受注者の負担と責任において実施すること。 

① アプリケーションの構築 

本仕様書に基づき、五島市用ごみ分別アプリケーションを構築する。 

② 動作確認 

本仕様書に定める機能が正常に動作するか確認すること。 

③ 登録申請と配信 

iPhone 向けアプリケーションは、「App Store」、 Android 端末向けアプリケーションは、

「Google Play」への登録申請、配信までの一切の手続きを行うこと。 

ただし、登録申請において各ストアでの審査により適切でないと判断された 

場合はこの限りではない。配信日については、履行期間に限らず各ストアの 

審査により確定する。また、二次元コードを市が指定する日までに納品すること。 

④ 本アプリケーションを稼働させるためのサービス構築を行うこと。 

⑤ 本アプリケーションの操作マニュアル（利用者用・管理者用）の作成、提供。 

⑥ 職員を対象とする操作研修の実施。 

⑦ 運用テスト実施のための計画策定及び実施環境構築、問合せ対応等に係る職員支援の実施。 

 

 

（２）成果物 

   本業務は、以下の成果物の確認をもって完了とする。 

   なお、アプリケーションについては「App Store」及び「Google Play」での配信開始をもって 

納品完了とする。 

成 果 物 内     容 

五島市ごみ分別 

アプリケーション 

アプリケーション環境構築を行い、利用可能な状態で提供を

行う 

・五島市ごみ分別アプリケーション 一式 

各種書類 本アプリケーションの環境構築にあたり作成した書類 

・研修関連一式（研修マニュアル等） 

・その他一式（操作マニュアル、打合せ議事録等） 

 

６．プロジェクト管理 

本アプリケーションの導入において、以下の内容に沿って適切なプロジェクト管理を行うこと。 

（１）実施体制 

アプリケーション導入にあたり、適切な作業管理を実施するため、作業計画書を作成し、契約書提出 

時に発注者へ提出すること。また、業務を円滑かつ確実に進めるため、必要なスキル及び業務経験を

有する体制を整備すること。 

（２）連絡体制 

実施体制の連絡表を作成し、発注者へ提出すること。 



（３）作業スケジュール 

契約締結後速やかに発注者と協議の上、詳細な作業スケジュ―ルを作成し、発注者へ提出すること。 

 

（４）進捗等の管理 

プロジェクト管理においては、本市と定期的な進捗管理、課題管理、リスク管理の打合せを行い、適 

正な業務の進捗管理を行うこと。 

 

７．機能要件 

（１）必須機能 

   下表に挙げる機能は、アプリケーション構築時の必須機能とする。 

   これらの機能を含まない提案は失格とする。 

    

No. 機能名 要件 

１ ごみカレンダー 
現在本市で使用している１５種類のごみカレンダーを月、週でそれぞれ

表示できる機能。 

２ ごみ分別辞典 
五十音順で表示され、品名ごとに分別方法などを閲覧できる機能。また、

キーワード検索にも対応しているものとする。 

３ 
ごみの出し方 

（品目ごとのルール） 
分別ごとのごみの出し方を掲載する機能。 

４ よくある質問 よくある質問に対する回答を掲載する機能。 

５ 関連業者一覧 収集業者や許可業者などの連絡先を表示する機能。 

６ 問い合わせ先 
「ごみの分別について」「粗大ごみの予約」「不法投棄の通報」「道路

上の動物死骸について」など項目ごとの問合せ先を表示する機能。 

７ お知らせ配信 
天候不順や年末年始のようなごみの収集パターンが変更になる場合な

どに、住民に対してプッシュ機能付きでお知らせを配信できる機能。 

８ 設定 
居住地域に合わせてカレンダーを変更したり、通知設定などを変更でき

る機能。 

９ 出し忘れ防止アラート 
ごみ出しの前日や当日にアラートが届いて、出し忘れを防止できる機

能。 

10 マップ機能 

ごみボックスや、ごみ処理施設の位置を説明付きで表示できる機能。ス

マートフォンの位置情報から最寄りのごみボックスを検索することが

できること。 

11 統計機能 ダウンロード数、アクセス数が確認できる機能。 

12 LINE連携機能 
本市が運営する公式LINEと連携し、アプリケーションの一部機能を公式

LINE内で使用できる機能。 

13 英語対応 アプリケーションに表示されている日本語を英語に翻訳する機能。 

14 管理画面 

本市職員が使用する管理画面は、LGWAN又はSCVXに対応していること。 

SCVXの場合は、ブラウザはFirefox／Google Chrome／Safari／Microsoft 

Edgeのいずれかの方法で対応できること。なお、複数対応できる場合は

加点する。 

 

  



 

（２）任意提案機能 

   下表に挙げる機能は、提案者の任意により予算額の範囲内で提案するものとする。 

   これらの機能は必須要件としないが、提案に含まれる場合審査において加点する。 

   また、以下に挙げる機能以外で提案したい機能があれば追加して提案してもよい。 

  

No. 機能名 要件 

１ 
ごみカレンダー等PDF 

出力機能 

アプリケーションで表示されている月カレンダー（12か月分）等をPDF 

出力できる機能。 

２ 統計機能（カテゴリ別） 
地域ごとのダウンロード数、機能ごとのアクセス数等詳細な統計を確認

できる機能。 

３ WEBサイト構築 アプリケーションの一部の機能を使用できるWEBサイトを構築する。 

４ 外部サイト連携機能 
指定のWebサイトをアプリケーション外のブラウザに立ち上げて、閲覧

できる機能。 

５ 
外国語対応 

（英語以外） 

アプリケーションに表示されている日本語を英語以外の外国語に翻訳

する機能。 

なお、令和8年６月時点での五島市の国籍別人口は以下のとおり。 

ベトナム 116 インドネシア 91 ミャンマー90 カンボジア 41 

ネパール 26  スリランカ 18 韓国 18 フィリピン 16 

タイ 12 アメリカ 9 中国 8 その他 21 

６ ごみメール機能 
不法投棄・置き去りごみなど、市民の方が位置情報付き写真付きメール

で通報できる機能。 

７ チャットボット AIによる質問回答機能。 

８ 画像認識機能 
市民が送信したごみの画像をAIが判定し、ごみの種類や収集日を回答す

る機能。 

９ 予定入力機能 
日常の中でアプリケーションの使用を促すために、プライベートの予定

も入力できる機能。 

10 対応OS 最新バージョン以外のOSにも対応している場合、加点する。 

 

  

   

８．テスト要件 

受託者は、令和８年１１月３０日までにテストが実施できる環境を整えること。 

テストで使用する設定及び登録情報等は、本番で使用するものと同一とし、令和９年２月２８日まで

に本番環境へ移行ができること。 

テストは、テスト実施体制、スケジュール、テスト方法、テスト環境、テストデータ等について検討 

した上で、テスト計画を立案すること。 

 

９．操作研修の実施 

（１）研修要件 

職員を対象とした本アプリケーションの運用及び操作方法に係る研修を指定する場所で実施するこ

と。 

また、研修を行うに際して、本アプリケーションの操作マニュアルを作成すること。 

（２）実施時期 

受注者は、発注者と協議の上、実施時期を決定すること。ただし、稼働以後も要請が有る場合に 

は、協議の上、適宜対応を行うこと。 

 

10．運用保守 

本業務の契約者と、業務の完了後にアプリケーション運用保守業務委託契約を別途締結するものとす

る。なお、運用保守業務は本業務が完了した日の属する月の翌月から契約するものとし、本業務が完了

した日の属する月に係る運用保守は、本業務の契約内容に含むものとする。 

 

11．セキュリティ対策等 



（１）安全性 

①個⼈情報の漏洩、データの改ざん・破壊防止などに対するセキュリティ管理に加え、ハッカーやク 

ラッカー等に対するセキュリティ管理が図られていること。 

②職員による操作には、個⼈認証（ユーザーID、パスワード入力）を必要とし、職員ごとに操作権限 

を設定できるなど、個⼈情報の取扱いに配慮すること。 

（２）将来性 

利用環境の変化には即時に受注者の負担において対応するものとし、機能の追加等に対しては、広く

対応可能であり、柔軟に応用できること。 

（３）可用性 

幅広い年齢層の市民が利用することを考慮し、わかりやすいデザイン、操作性、アクセシビリティを

備えたアプリケーションとすること。 

（４）拡張性 

ごみの分別方法等の変更によるプログラムの変更等に柔軟に対応可能なアプリケーション構成とする

こと。 

 

 

12．その他 

・受託者は、本業務を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、目的外の利用、提供を行ってはなら 

ない。また、契約満了後も同様とする。 

・本業務を遂行するにあたり発生する一切の経費は受託者の負担とする。 

・本仕様書に定めのない事項または疑義が生じた場合には、発注者及び受注者が協議の上で決定する。 


